
◎廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律 
（平成二九年六月一六日法律第六一号）   

一、提案理由（平成二九年五月九日・衆議院環境委員会） 

○山本（公）国務大臣 ただいま議題となりました廃棄物の処理及び清掃に関する法律

の一部を改正する法律案、特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律の一部を改

正する法律案及び地方自治法第百五十六条第四項の規定に基づき、福島地方環境事務所

の設置に関し承認を求めるの件につきまして、その提案の理由及び内容の概要を御説明

申し上げます。 

 まず、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律案について申し上げ

ます。 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律については、不法投棄を初めとした廃棄物の不適

正な処理を撲滅するため、これまで累次にわたり改正が行われ、対策が強化されてきま

した。しかしながら、昨年一月に発覚した食品廃棄物の不適正な転売事案を含め、廃棄

物の不適正処理事案は引き続き発生しており、こうした事案への対応を進める必要があ

ります。 

 また、近年、新たな問題として、使用済みの電気電子機器等が主に発展途上国への輸

出目的で収集され、いわゆるスクラップヤードにおいて、不適正に保管または破砕され

ることにより火災や有害物質の漏出等が生じており、対応の強化が必要となっていま

す。 

 本法律案は、これらの課題に対応するための制度的な措置を講じようとするものであ

ります。 

 第一に、廃棄物処理業の許可を取り消された者等に対する対策の強化であります。許

可を取り消された廃棄物処理業者等が、なお廃棄物を保管している場合に、都道府県知

事等は、基準に従った保管その他の措置を命ずることができることとします。 

 第二に、いわゆるマニフェスト制度の強化であります。特定の産業廃棄物を多量に生

ずる事業者は、当該産業廃棄物の運搬または処分を他人に委託する場合には、原則とし

て、紙マニフェストではなく、電子マニフェストを使用しなければならないこととしま

す。また、マニフェストに関する罰則を強化します。 

 第三に、有害物質を含む使用済みの機器への対応であります。収集された使用済み機

器のうち、その一部が原材料として相当程度の価値を有し、かつ、適正でない保管また

は処分が行われた場合に人の健康または生活環境に係る被害を生ずるおそれがあるもの

として政令で定めるものの保管または処分を業として行おうとする者は、都道府県知事

に届け出なければならないこととするとともに、政令で定める基準に従い保管または処

分をしなければならないこととします。 

 第四に、二以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特例であります。現行では、

産業廃棄物の排出事業者がみずからその産業廃棄物を処理する場合には、廃棄物処理業



の許可は不要とされていますが、二以上の事業者が、一体的な経営を行い、かつ、産業

廃棄物の適正な処理を行うことができるとの要件を満たす旨の都道府県知事の認定を受

けた場合には、当該二以上の事業者は、排出事業者責任を共有した上で、廃棄物処理業

の許可を受けないで、相互に産業廃棄物の処理を行うことができることとします。 

……………（略）…………… 

 以上が、二法案及び国会承認を求めるの件の提案の理由及びその内容の概要です。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

二、衆議院環境委員長報告（平成二九年五月二三日） 

○平将明君 ただいま議題となりました三案件につきまして、環境委員会における審査

の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律案は、廃棄物の適正

な処理を推進するため、廃棄物処理業の許可を取り消された者等に対する対策の強化、

特定の産業廃棄物を多量に生ずる事業者への電子マニフェストの使用の義務づけ、有害

使用済み機器の適正な保管等の義務づけ、一体的な経営を行う親子会社による産業廃棄

物処理の特例などの措置を講じようとするものであります。 

……………（略）…………… 

 以上の各案件は、去る五月二日本委員会に付託され、九日山本環境大臣から提案理由

の説明を聴取した後、十二日から質疑に入り、十九日に質疑を終局いたしました。質疑

終局後、討論を行い、採決の結果、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正す

る法律案及び特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律の一部を改正する法律案

は、いずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。地方自治法

第百五十六条第四項の規定に基づき、福島地方環境事務所の設置に関し承認を求めるの

件は、賛成多数をもって承認すべきものと決した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院環境委員長報告（平成二九年六月九日） 

○森まさこ君 ただいま議題となりました二法律案及び承認案件につきまして、環境委

員会における審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 まず、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律案は、廃棄物の適正

な処理を推進するため、特定の産業廃棄物を多量に生ずる事業者について、産業廃棄物

管理票の交付に代えて、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物に関する情報を登録す

ることを義務付ける等の措置を講じようとするものであります。 

……………（略）…………… 

 委員会におきましては、三案件を一括して議題とし、電子マニフェストの導入促進に

向けた中小事業者への支援策、雑品スクラップのヤード規制及び不適正輸出防止に向け

た対策、福島環境再生事務所の格上げの意義及びガバナンスの強化の必要性等について

質疑が行われたほか、参考人からの意見聴取を行いました。その詳細は会議録によって



御承知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党の武田委員より承認案件に反対

する旨の意見が述べられました。 

 討論を終局し、三案件を順次採決の結果、両法律案はいずれも全会一致をもって原案

どおり可決すべきものと決定し、承認案件は多数をもって承認すべきものと決定いたし

ました。 

 以上、御報告申し上げます。 


